
佐
藤
学
『
新
版
学
校
を

改
革
す
る
（
岩
波
ブ
ッ
ク

』

）

レ
ッ
ト
・
５
月
９
日
発
行

を
読
み
ま
し
た
。

本
書
が
提
起
し
て
い
る

「
学
び
の
共
同
体
」
は
、

国
内
の
実
践
校
約
３
０
０

０
校
に
広
が
り
、
海
外
で

も
今
や
、
世
界
で
最
も
先

進
的
で
大
規
模
な
学
校
改

革
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
と
言
い
ま
す
。

４
人
グ
ル
ー
プ
で

「

」
、

学
び
の
共
同
体
は

小
学
校
低
学
年
で
は
コ
の

字
型
の
教
室
配
置
、
小
学

校
３
年
生
以
上
は
男
女
混

合
４
人
グ
ル
ー
プ
の
教
室

配
置
で
、
協
同
的
学
び
の

授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。小

グ
ル
ー
プ
の
協
同
的

学
び
が
、
学
力
の
低
い
子

ど
も
の
学
力
を
回
復
し
、、

学
力
の
高
い
子
ど
も
に
も

よ
り
高
い
学
力
を
保
障
し

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

子
ど
も
同
士
の
学
び
合

い
が
、
一
人
残
ら
ず
子
ど

も
の
学
び
の
権
利
を
実
現

し
、
教
師
に
と
っ
て
も
成

長
を
保
障
し
て
い
る
と
言

い
ま
す
。

教
育
先
進
国
の
フ
ィ
ン、

ラ
ン
ド
や
オ
ラ
ン
ダ
で
も

生
徒
同
士
が
学
び
あ
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
授
業
が

主
流
で
す
。

県
内
で
も
、
山
形
市
立

出
羽
小
学
校
や
、
上
山
市

立
中
川
小
学
校
、
同
・
宮

川
中
学
校
、
大
江
町
立
大

江
中
学
校
、
金
山
町
立
金

山
中
学
校
、
新
庄
市
立
八

向
中
学
校
、
同
・
日
新
中

、

、

学
校
同
・
新
庄
中
学
校

酒
田
市
立
浜
田
小
学
校
、

遊
佐
町
立
遊
佐
中
学
校
な。

ど
で
実
践
さ
れ
て
い
ま
す

2023年 月 日７ ２

第 号１４０５
編 集 発 行

日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221
「 」ＨＰは 藤島 加藤鉱一

と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
6月 27人 17,550円
5月 29人 32,840円

「
学
び
の
共
同
体
」
の
学
校

村
の
四
季

50
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

土
洗
い
、
ヒ
ケ
シ

月
に
入
る
と
、
セ
イ

11
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
土、

手
や
荒
れ
地
に
群
生
し
て

黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
目
に、

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は

ま
だ
何
年
も
経
っ
て
い
な

い
。
堤
防
や
休
耕
田
に
大

群
落
を
作
る
。
北
ア
メ
リ

カ
原
産
の
多
年
草
で
、
日

本
に
渡
来
し
た
の
は
明
治。

以
降
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

今
で
は
す
っ
か
り
日
本
の

秋
の
風
景
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

春
以
来
の
外
仕
事
も
一

段
落
す
れ
ば
「
土
洗
い
」

、

の
慰
労
会
で
あ
る
。
若
者

た
ち
は
村
の
集
会
所
に
集

ま
り
、
大
宴
会
を
行
う
。、

家
で
飼
育
し
て
い
る
鶏
や

う
ど
ん
な
ど
を
持
ち
寄
っ

て
、
肉
餅
や
肉
う
ど
ん
な、

ど
好
き
な
も
の
を
料
理
し

飲
む
人
、
歌
う
人
で
賑
わ

っ
た
。
年
に
よ
っ
て
は
庄

内
の
温
泉
一
泊
も
あ
り
、

一
年
で
一
番
楽
し
い
行
事

で
あ
る
。

土
洗
い
、
田
の
神
上
げ

（

月

日
）
の
行
事
も

11

23

終
わ
る
と
、
脱
穀
調
整
の

仕
事
に
入
る
「
ヒ
ケ
シ
」

。

と
言
う
。
ど
う
い
う
文
字、

を
書
く
か
わ
か
ら
な
い
が

「
日
返
し
」
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
稲
の
脱
穀

選
→

別

籾
摺
り

調
整

俵

→

→

→

詰
め
、
一
連
の
作
業
を
一

日
ご
と
に
行
う
の
で
「
ヒ

」

。

ケ
シ
と
言
っ
た
と
思
う

（
つ
づ
く
）



庄
内
た
が
わ
農
協
（
太

田
政
士
組
合
長
）
の
第
28

回
通
常
総
代
会
が
６
月
21

日(

水)

、
い
ろ
り
火
の
里

（

）

な
の
花
ホ
ー
ル
三
川
町

で
開
か
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
、
理
事

人
、
監

24

、

事
６
人
の
表
決
が
行
わ
れ

役
員
推
薦
会
議
が
推
薦
し。

た
全
員
を
選
任
し
ま
し
た

、

総
代
会
後
の
理
事
会
で

互
選
に
よ
り
、
代
表
理
事

組
合
長
に
海
藤
喜
久
男
氏

（

・
庄
内
町
狩
川
）
が

63
選
ば
れ
ま
し
た

。

（
写
真
）

常
務
理
事
の
小
林
馨
氏

（

・
羽
黒
町
中
川
代
）

57
を
代
表
理
事
専
務
に
新
任

し
、
佐
藤
茂
春
氏
（

・
61

鶴
岡
市
大
西
町
）
を
常
務

理
事
に
再
任
。

監
事
会
で
、
押
切
光
久

氏
（

・
庄
内
町
廻
館
）

64

を
代
表
監
事
に
、
佐
藤
敏

勝
氏
（

・
東
堀
越
）
を

60

常
勤
監
事
に
新
任
し
ま
し

た
。総

代
会
後
に
、
菊
地
孝

一
理
事
（
三
川
町
成
田
新

田
）
が
辞
表
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

菊
地
氏
は
、
総
代
会
前

（

）

の
理
事
互
選
会
６
／
３

で
、
海
藤
氏
を
押
さ
え
て

組
合
長
に
当
選
し
て
い
ま

し
た
が
、
諸
事
情
で
退
任

し
、
欠
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。常

勤
理
事
は
４
人
か
ら

３
人
体
制
と
な
り
、
営
農

経
済
担
当
常
務
理
事
を
廃

止
し
、
専
務
理
事
が
営
農

経
済
を
兼
務
し
ま
す
。

と
い
う
し
、
世
界
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
た
難
民
救
済

で
は
、
難
民
申
請
の
３
回

目
で
追
い
返
す
こ
と
が
出

来
る
法
律
に
な
っ
た
と
。

▲
加
え
て
、
福
島
は
今
ど

う
な
っ
て
い
る
？
復
興
し

た
・
復
興
し
た
と
聞
こ
え

て
く
る
が
、
故
郷
に
人
が

帰
っ
て
き
て
、
元
の
よ
う

に
町
内
会
が
再
開
し
た
処

は
あ
る
の
？
爆
発
し
た
発

電
所
は
、
あ
れ
か
ら

年
12

も
経
つ
の
に
、
ど
っ
か
ら

手
を
付
け
れ
ば
い
い
の
か

さ
え
分
か
ら
な
い
状
態
だ

。

、

ろ
そ
れ
が
原
発
な
の
に

そ
う
な
の
に
・
だ
。
原
発

を
振
興
す
る
っ
て
サ
。

▲
来
年
秋
に
は
、
紙
の
保

険
証
を
無
く
す
る
法
律
に

賛
成
し
た
議
員
は
、
今
何

を
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
毎
日
マ
イ
ナ
ー
保
険

証
の
不
具
合
で
事
件
に
な

っ
て
い
る
ん
だ
が
。
医
者

に
行
っ
て
、
急
に

割
の

10

金
出
せ
っ
て
言
わ
れ
た
ら

ど
う
す
る
？
ど
う
す
る
事

も
で
き
な
い
な
～
。
７
割

以
上
が
反
対
で
も
首
相
に

は
聞
こ
え
な
い
（
石
川
）

。

た
び
、
〝
し
ょ
う
ざ
ん
さ

ん
、
し
ょ
う
ざ
ん
さ
ん
〟

と
気
安
く
話
し
か
け
た
り

し
た
。

そ
の
頃
活
動
し
た
町
織

労
の
小
田
利
吉
さ
ん
・
日

向
貞
さ
ん
、
ハ
イ
ヤ
ー
労

組
の
山
口
一
郎
さ
ん
、
鶴

見
圭
介
さ
ん
ら
、
鬼
籍
の

人
に
な
っ
た
が
思
い
出
も

多
い
。

役
場
職
員
・
斎
藤
晴
男

さ
ん
の
仲
人
を
や
り
、
町

内
に
ま
だ
広
い
会
場
が
な

か
っ
た
の
で
、
披
露
宴
を

旧
郡
会
議
事
堂
２
階
で
開

い
た
こ
と
の
記
憶
も
強
く

残
る
。

東
田
川
史
跡
物
語

東
田
川
史
跡
と
私
ー
組
合
運

青
山

崇

動
で
出
入
り

駅
に
列
車
が
着
く
と
、
同

高
南
門
ま
で
道
路
一
杯
に

な
っ
て
連
な
っ
た
こ
と
か

ら
推
定
す
る
と
、
デ
モ
隊

は
１
０
０
０
名
前
後
に
な

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
組

織
す
る
た
め
、
各
組
織
の。

役
員
は
役
場
に
集
ま
っ
た

旧
郡
会
議
事
堂
１
階
北

側
に
は
、
建
屋
し
た
３
坪

ほ
ど
の
組
合
事
務
所
が
あ

っ
た
。

組
合
事
務
の
種
耕
院
住

職
・
高
橋
昭
山
さ
ん
が
い

つ
も
い
た
。
身
体
は
そ
う

大
き
く
な
く
、
愛
想
が
よ

い
の
で
、
事
務
所
に
行
く

絡
会
を
つ
く
り
、
安
保
条

約
廃
棄
・
日
韓
基
本
条
約

反
対
の
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
も
掲
げ
、
町
内
を
デ
モ

行
進
し
た
。

デ
モ
隊
は
、
駅
前
か
ら

下
町
ま
で
続
い
た
こ
と
も

あ
る
と
言
わ
れ
た
。

当
時
庄
内
農
高
も
汽
車

通
の
学
生
が
多
く
、
朝
、

善
進
の
な
い
国
会

２
月
に
始
ま
っ
た
国
会。

が
こ
の

日
に
終
わ
っ
た

21

終
盤
に
は
首
相
は
、
選
挙

を
す
る
元
気
も
条
件
も
な

い
の
に
、
解
散
権
を
も
て

あ
そ
ん
で
い
た
が
こ
の
国

会
、
日
本
が
良
く
な
る
事

を
何
あ
っ
た
か
？

▲
Ｇ
セ
ブ
ン
議
長
国
だ
と

浮
か
れ
て
数
か
国
回
っ
た

が
、
成
果
の
見
え
な
い
行

事
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
？
会

場
が
広
島
だ
っ
た
か
ら
、

せ
め
て
核
の
使
用
が
遠
の

い
た
か
と
期
待
し
た
が
、

核
の
笠
と
い
う
脅
し
だ
け

が
残
り
、
世
界
が
失
望
。

▲

兆
円
の
防
衛
費
と
称

43
す
る
敵
基
地
攻
撃
の
財
源

法
は
、
ど
っ
か
ら
出
す
当。

て
も
な
く
法
律
は
通
っ
た

同
じ
よ
う
に
、
異
次
元
と

付
け
た
少
子
化
対
策
は
、

や
る
・
や
る
と
言
い
な
が

ら
予
算
は
先
送
り
だ
。

▲
ひ
ど
い
の
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
法
で
は
、
理
解
を
増
進

す
る
の
で
な
く
、
差
別
を

増
進
す
る
法
律
に
な
っ
た

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ

新
組
合
長
に
海
藤
喜
久
男
氏

、

先
号
に
書
い
た
よ
う
に

１
９
６
０
年
安
保
闘
争
を

経
て
、
組
合
運
動
に
も
革

新
の
風
が
吹
い
た
。

藤
島
町
に
も
町
職
労
を

中
心
に
、
全
逓(

現
郵
政

労)

、
県
教
組
、
高
教
組
、、

農
村
労
組(

出
稼
労
働
者)

農
協
労
、
ハ
イ
ヤ
ー
労
組

藤
島
支
部
な
ど
で
町
内
連

（ ）旧郡会議事堂での昭和38年頃の藤島町議会 藤島町町村合併30周年記念誌から


